
 



ＩＣＴの活用場面を含んだ板書型指導案（ 国語 ）科            令和 ６年１０月 ４日（金） ３校時  指導者：久米智宏・簑手明子 

単元『項目を立てて書こう』 本時（ ４／４ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
習
活
動 

導入 

①前時までの復習をし，

本時の課題をつかむ。 

展開 

①他のグループの案内文を読んで参考にし、

よりわかりやすい案内文になるよう仕上

げる。 

まとめ 

①他のグループの案内文の参考

になったところや、それを元に

工夫したことを共有する。 

留
意
点 

①相手や目的を意識して、

わかりやすく項目を整

理することを確認する。 

①自分のグループの活動内容等、伝えたいこ

とが明確に伝わる内容になるよう工夫させ

る。 

 ・項目の立て方 

 ・語句選びなどの表現 

 ・図や絵の使用 

①他のグループの参考になったと

ころと共に、自分のグループの

案内文をどのように推敲したか

を発表させる。 

 

〈GoogleClassroom〉 

〈Googleスプレッドシート〉 

〈MetaMoj ClassRoom〉 

〈Googleスプレッドシート〉 

〈MetaMoj ClassRoom〉  【B3・B4・C2】 

〈MetaMoj ClassRoom〉 

【C１】 

【板書・ＩＣＴ画面 等】                           主眼（単元の目標） 

 板野支援学校との交流会に向けて、

相手や目的を意識した上で、項目ごと

に整理して案内文を書く。 

 

主発問（本時のめあて） 

 グループで案内文を読み合い、より

わかりやすい案内文を仕上げる。 

 

 

 

【主体的・対話的で深い学びを 

実現するＩＣＴ活用のポイント】 

●GoogleClassroom に学習の流れを提

示することにより，主体的に課題に

取り組めるようにする。 

 

●スプレッドシートを用いて次のよ

うな生徒の思考活動を実現させる。 

➢ 課題解決のために必要な知識を

主体的・対話的に獲得していく。 

➢ 仲間の収集した情報を即時共有

することで，より深い学びにつ

なげる。  

 

●メタモジを使ってわかりやすくま

とめる活動を通して，豊かな表現

力を養う。 

〈ICT〉 

【類型】 


